







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1：i本ユニパックは　　　　　　　　　　　　　　　　　　開発　　　　　　　　　　　　　提供すると十L－1　1，1　　　　　7嗣「／＼　　　　〔　｝が　　　　　　　　　　証券情難システムを　　〔　｝が〔　　　 　 　　　　　　 　〕を　ユーザに近く無償で　　　　　　　一「一「一一　　　圃「
　　　　　　灘券会社向けの　必要な　　　　　　　　　　　　翻挫の
　　　　　　　　　　　T’
　　　　　　　　　　マーテッテfング戦略に〔　〕が
　　　　　　　　　　　　　　　一179一
論例文3〕
〔例文4〕 ．星と宇憲」
7 生れたのであり，　　星がrmh
　　i第一・繍族の
このようにして
’T．．．．　1．．．．．．　M　rm’nt’rm’一丁一
　犠醐物質から「
　　ロ集串したr，T〔｝が　銀1噴舘こ
するならば，
　　　　　であると
第∴種族が名残り
　　　　　r
　　　属｛始銀1可系の L
　　　　　　　了解されるuaU
　　　　　遮いがTmur
示す　　｝il盤と球との
　｝を空間分布がrv＝つの種族の
F星と宇憲」〔例文5〕
?
?「?
???
??
原始物質と
構文解析の全体的な考え方については，別に稿を改めて発表したい。
4．2　長い熔語の分析（語構造）
　シンタクスの部分で考えた方法は，語構造の分析にも使胴できる。
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　日本語では封地などを中心とした長い用語を使用することがよく行なわれ
る。この種の用言諏よ，特にかたい文体に多く用いられる。
　　総需要抑制政策
　　歯噛予約システム
　　アポ罫月着陸計画
　　石油需給適正化
　　國民生活安定緊急措置
　　大電力送雨露
このような長い単語を辞書に入れると辞書が大きくなってしまう。これをさら
に小さい単伎に分解し，その組み合わせで長い虚語が解叡できるようにした方
がよいことが多い。さらに，辞書に登録されていない単語でも解析することが
可能である。たとえぽ「大電力送信管」は「丸「電力」「送儒」「管」のように
分解でき：るが，そのそれぞれは他の多くの用語の部分として用いられるので，
このように分解することが辞書の経済にもなる。
　ただ問題はこのように分解したものの意味的な結合関係をどのような方法で
推測するかである。これらの要素のほとんどすべては名詞であり，これらの長
い単位の朋語は名詞の連続であることが多い。これらの長い用語は名詞の連続
としてしか解釈できなくなってしまうおそれがある。
　これを救うために，次のような手段を考えた。
　　1．名詞の種類の相違に涯潤して分類する。
　　2．それによって名詞連続の意味講造の組み立て方を考える。
名詞の分類はこの論文ですでに行なっているので，これを利用することを考え
てみる。
　hum，　ani，　con，　loc，　abs昏ま名詞のなかの名詞と考える。（tempsもこれに準ず
るが時に副詞のような働きもする。）要するに名詞らしい名詞である。これを
abs，　loc……と略記する。
　qal．これは名詞のなかの形容詞と考える。形容詞的名詞である。「大電力」
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の「大」やF大型電子計算機」の「大型」はこれに属する。「政治的」の「的」
はqal。　formativeである。
　act．名詞のなかの野曝と考える。動調的名詞である。これらのことぽは動詞
のときに得たようなsentence　pattemがある。たとえぽ「贈量」ということば
は「だれかが」rだれかに」「なにかをdという補語がつく。
　このようにして，はじめは「N＋N＋N」だと思われていたものが，「N÷V＋
N」などの形に改められることがわかった。あとは名詞の意味特徴をもとに文の
シンタクスと同様の手法で組み立てればよい。長い語のなかの語順は大体セン
テンスと同じである。ただし間に助謁助動詞がはいっていないから，文のシン
タクスよりむずかしい点がある。「総需要抑制政策」は「総（qal）需要（abs）揮
制（act）政策（abs）」となるが，　r総需要」はA＋N→Nとしてまとめられ，　N＋
V十Nになる。これを連体変形としてN十N十V。ここで「需要」と「政策」が
ヂ裏革」とどう関係するかが問題になるが，これe＊　ambiguityである。統計的
にこの種のばあい，直接自邸÷動詞＋状況的補議という形が多い，というよう
な考え方もできようが，意味論的に「政策＝i護strumentaljということで「需要」
を目的と解釈することもできよう。このためには意味分類をさらにくわしくし
なければならないが，これは当然の成り＠きである。
　連体変形はこのぼあいにも有効である。「観究老」「概究室」を翻訳すること
を考えてみよう。ド港」は人で主として主格を示すと考えられるから，「人が研
究する」の変形と考えて，
　1’homme　qui　etudie
とフランス語に翻訳できる。quiが主格であるのは「人が」に当たるからである。
「研究室」は「研究するへや」であり，研究するのは人である。「人が」を補っ
て「人が研究するへや」とし，「人が」「へや（loc）で」「研究する」（そのへや）
と変形してテストする。翻訳は
　le　bureau　oB　on　（？tudie
このぼあい，oBは「へやで」から導くことができる。
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　ただし「投資濡羽」のようなぼあい，「会被」は人の集合なので主藷ともなり，
投資先ともなりうる。動詞三内の名詞で意味特徴が同じものがあれぽambigui－
tyを生ずる可能性がある。
　長い用語の分析に連体形変形が問題となるのは，もうひとつ，f電波加熱装置」
のようなぼあいで，「電波で」と「装置で」のように，「で」格がダブルように
「見える」ことがあることである。
　さて，次にこのような単語結合の基本的な関係を示そう。主語述語的なもの
はもちろんrN÷Vj　rN＋Ajのような形であるが，動詞が他動的であれぽ主格
は人という関係を使用みることができる。
　　連体1にあっては先行名詞が後続名詞を規定修飾する関係に立っている。
日本語からフランス語への翻訳を考えるときは，先行名詞を対応する形容詞形
にあらためることによって，成功する例が多い（deを使ってもよい）。
　産業界→le　monde　industriel
　先行名詞の意味特徴は修飾のときそのまま規定のしかたを定める。たとえぽ
lOC名詞はIOC的規定を加える。
　アメリカ経済　小笠原高気圧
　トランジスタ（mat．）ラジオ　　（材料的規定）
　また，「電気こたつ」「：極真空管」「カラーテレビ」など，そのなかのあるも
のの性質などを示すものもある。
　この種の長い単位の語の意味的結合瀾係はまだ十分整理されていない。ここ
では，その種の意味丸優舎に先立つべき，意味の範疇の段階での整理をしてみ
たのである。ここで「先立つべき」といったのは，意味論的研究の前の段階と
して次に示すようなシンタティクな関係が，まず考えられてよいのではないか
と考えたからである。
【長単位語をつくるシンタクス的関係の分類】
【法語。述語的】（sujet－prtidicat）
　　　　　　　　　　　　　　　一183一
日中国交嗣復
再現可能
【連体的1】（adnominal　1）
　labst，　loc，　・・・…　1　一i－labs，　loci
産業　界
建築　構造
PERT　法
米園　デュポン社（d6termination　locative）
外国　技術　　　（　　　　〃
【連体的2】（adnemina｝2）
　1　ac£i　＋　1　abs，　loc・・・…　1一
研究　費
開発研究　段階
研究設資　額
軍事研究　費
線型計爾　法
　次のようなtransforma£io塗を伴う
　ある費用で研究する→研究費
）
　oR　ctudie　par　une　depense－la　d（？Pense　par　lac｝uelle　on・　etudie
　ある者が研究するゆ研究考
　on　（1’homme）　ctudie－1’homme　qui　ctudie
【連体的3】　（adnomina13）
　ladjectivali　一1一　l　abs，　loci
必要経費
大型コンピュータ
独占的利潤
新技術
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【連用的1】（adverbia｝1）
　labs，　loc，・・・…　1＋lacst　ebje£　direc｛
コンピュータ　旧卒
技術　開発
製粘　計函
工程　管理
需要　予測
傾向　分析
【連用白勺2】　（adverbial　2）
　labs，　loc…　一・・1十lact　I　objet　indirect
研究　投資
【連用的3】（adverbial　3）
　｛abS，　IOC……｝十｛aCt｝CirConStan乞iel共同　利用
国際　競走
【対等】　（CQord至論ation）
調査　研究
科学　技術
複雑　多様
ポンピドー　フランス大統領
【派生的】（d顔vatio簸nel）
39年度　（助数詞
大型化　　（接罵的）
梱対性　　（　〃　）
第三　　（接頭的）
不自由　（　〃　）
一一@185　一
【接辞の分類】
　漢字一字目衰わされるような接辞にも，意味用法の点からみると，いくつか
の種類のものに分けられる。ここでは，「電子計算機による新聞の語彙調査
（IV）」によりおもな接頭的要素をぬき出して，これを分け，用例の工三を選ん
で添えた。
①　贔質形容詞的なもの
　高　高収入　高速度　高能率
　低　低水準　低価格　低気圧
　長　長期間　長距離　長寿命
　短　二区間　短時間　短時日
　新新計画新都市新委員
　旧　旧正月　燗校舎　旧地主
　名　名投手　名探偵　名教授
　純　純喫茶　純文学　純国産
　好　好結果　好都合　好成績
　悪悪影響悪気流悪趣味
　若　若主人　若奥様　若旦那
　老　老夫婦　老夫人　老教授
　重　重工業　重労働　重装備
　軽　軽食堂　軽四輪　軽騎兵
②　限定形容詞的なもの
　各　各都市　各政党　各大学
　毎　毎日曜　毎休日　毎月末
　前　前会長　前議員　前段階
　故　故ケネディ大統領
　現　現政府　現体欄　現内閣
　原原判決原資料原住民
（わか）
一186一
　元　元県議　元議員　元委員
　当　当会社　当店　　当工場
　今今世紀今園会今シリーズ
　同　同計薗　同世代　同建物
　亜　亜熱帯　亜寒帯　亜高山帯
　正　正会員　正社員
　副　副都心　副議長　副操縦席
　本　本大会　本工場　本社員
　第　第一次　第一位　第一麟
　半　半翠煙　半裸体　半永久的
　両　両陣営　両大国　両係官
　再　再訓練　再登場　再：入蟹
　初初月給初登場初顔合　（はつ）
　単　単結晶　単年度
　御　御案内　御成婚　御登場
③動詞的なもの
　合　合日的的
　在　在西独
　対　対東欧関係　対西独戦　対南ア禁輸
　反　反安保　反政府活動　反革命
④副詞的なもの
　未　未解決　未確認　未公瀾　未経験者
　既　既発行　既発表
　最　最下位　最先端
　非　非常識　非武装　非人聞的
　不不安定不可能不利益
一187一
接尾辞はまずそれがついてできる品詞によって整理すべきだろう。
①　名詞化　支配者（÷hum），支配網（＋abs），近代性（＋abs），三圏
②　動詞化　近代化，春めく
③　形容動詞化　支配的
　長い単位語のシンタクス構造は上記の分類でかなりおおうことができると考
えられる。これを庄山茂樹「データ通儒」（日経新書）の一節について適用して
みたところ，全体としてよく散らばった分布をしているように慰われた。すな
わち凍文ぽ
　「今日，機械構造計算，建築構造計算，調査研究計算などの科学技術計算にコ
ンビ＝一タは欠かせない道具となっている。技術計算のみならず経営計算の分
野でもコンピュータの利用は盛んになっている。たとえぽ製品計画と線型計画
法，工程管理とPERT法，需要予測と傾向分析など，各種のORの適用にはコン
ピュータの利用を前提とした新しい技術がつぎつぎに導入されている。また科
学技術，経営管理の分野を問わず，複雑な問題の解析に広くシミュレーション
が使われているが，これもまたコンピュータの利用なくしては威力を発揮する
ことはできない。
　われわれの周圏をみても，デパートの買物相談からテレビの柑談判断までコ
ンピュータがはんらんし，実用的には困鉄の坐席予約システム，NHKのスケ
ジューリング・システムや前述の電話計算システムから，大はアポロ計画にお
けるコントm一ル・システムまで，コンピュータ利用の範囲はますます広がり，
そして複雑多様化している。一方これら広範囲の屠途に応じうる能力をもつコ
γビュータはますます大形化し，高性能が要求され，そして提供されつつある。
すなわち用途が広範になり普遍化がすすむにつれて，コンピュータはいっそう
高級になり，したがって高価となるので，一個人，一企業が専用に使用するこ
とはむずかしくな：ってきている。こういつたなかで，高性能のコンピュータを
経済的に利用したいという要求にこたえて考え出されてきたのが3章に述べた
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大形コンビ＝一下の共同利用の方法である。」
であり，これについて得た結果は
ADN　1．
　　2．
　　3．
ADV　1．
??
　COOR
SUFFIX
のようである。筆者としてはこれから先が
ている。
建築構造　PERT法
計画法　坐席予約システム　スケジ＝　一一リングシステム　電話計算
システム　：コントμ一一ルシステム
線型計画法　広範囲　高性能　一個人　一企業　大型コンピュータ
需要予測　傾向分析　経営管理　買物相談　絹性判断　坐席予約
コンピュータ利用製贔計画
（科学）技術計算　機械設計計算　調査研究計算　経営研究　電話計
算　アポロ計算　共同利用　建築構造計算
科学技術　複雑多様
大型化　普遍化　経済的
，純粋の意味論的研究になると考え
5．意味論的な問題
　ここではさまざまなものを取りあげるべきであるが，とりあえず，
　1．動詞の自他の対応，意味分類と深層構造
　2．動詞句における意味特徴の変化
　3　．．意味と指示物
の三者について述べることにする。
5．i動詞の劇也の対癒と動詞の意味分類
　自動詞と他動詞が対応するものがある。たとえぽ「火を燃やす1とr火が燃
える」のように。他動詞文の主語は人であることがほとんどである。この対応
は自動調の主語と他動詞の冒的語の対応が，動詞自他の対応と呼応することに
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なる。すなわち
　　　　火が燃える
　　人が　火を　燃やす
のごとくである。このような例を，1述部の構造に示した動詞の基本文型中か
ら拾うと次のようになる。
　　NCcon）　bL一一V
?｛
　　N〔hum）が一N〔con〕を一V
　iN（con）　abN’一N（con］　ei－V
IN（hum｝　hg－N（con）　fttf－N（conj　ea－v
N〔con〕が一Nこloc〕に一V
｛
NChum］　hX“一N（con）　ist－N（loc）　ig＝一V
N〔abs〕が一V
｛?
N〔hum〕が一N〔abs］を一V｛
N〔act〕が一V
N〔hum）が一N〔act）を一V｛
N〔con〕が一N〔mat）で一V
N〔hum〕が一N〔con）を一N〔mat）で一V
N〔div〕カ9“一N〔div〕に，　と一V
｛
N〔hum〕が一N〔div〕が一N〔div〕に，と一V｛
Nこ（圭iv〕が一V
N〔div〕が一N〔div〕を一V
　また，動詞「読むjと「書く」を比べると，大体は似ているが，「書く」が対
人関係の行為を示すところがら，「人に」が付加される点で違っていることが考
えられる。
　　N〔hum〕が一N〔hum〕に一N〔士liR9〕を一V　（書く　話す）
　　N〔hum〕が　　　　　　一N〔十llng〕を一V　（読む）
　　　　　　　　　　　　　　　一　19e　一
　このように，動詞の意味に応じて，取りうる補語（complemeRto）の数がき
まってくる傾向が見られるが，動詞の意味を，いくつかの要素の集合と考える
と，意味の要素と取りうる補語との対応が存在するのではないかと考えられるe
たとえぽr与える」という動詞のもっている意味のなか夕こは，「ある人がjrあ
る人に．拝なにかを」纒与える還ということをする」ということがあるとも考え
られる。「ある人が」はN〔hum3が，ドある人に」はN〔hum3に，というよう
に，具体化すると考えるのである。このようにすれば，「ある人に」という要素
をもちうる動調はある意味で一グループをなし（対人関係の意味をもつ），「あ
るものを」という要素をもちうる動詞はSljの意味でやはり～つの動詞グループ
をつくると考えられる。
　動詞の意味σが意味特徴sfの和であるとし，
　　　　a　＝　Sfi　十Sf2　十’”’”Sfn
そのValenzとDis£ributionが
　　　　V　．　D＝N（xt）÷N　C’　x2　）・・・…N　Cxn）
とし，sfiとx！，sf2とx2……がそれぞれ対応するものと仮定する。このとき，
　sftをもつ動詞グループはN〔Xl〕をとりうることを霞じるしにして
　sf2をもつ動詞グループはNこX2〕をとりうることを闘じるしにして……
集めることができる。多次元的な分類類義語表をつくることを可能にすると考
えられる。（192ページ参照）
　また，次のような現象が，自他の間にあることが予想される。
　「ぬれる」「ぬらす」のような対を考えたとき，「N｛con｝がぬれるt，「Nllhum〕
がN〔cO煽をぬらす」という用法があるわけであるが，これに「雨で」「水で」
のような補語を伴わしめると，自動詞にあっては練因」のような感じになる
のに，他動詞では「道具諺であるようにも見なしうる部分があるように思われ
る。両者とも「原因三であると解することももちろん可能であるが，もし前々
のように解しうるとすれば，それは主体の意志が他動詞のぼあいは認められる
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からであろう。
自他の相違を形の上でもとりあげてみると動詞自身の形の上での自他の対応も
問題がある。これを整理することも考えられている（弁上和子氏など）。ここで
は，自他の対応と意味の対応について少しふれておく。たとえぽ「あくjrあけ
る戸’しまるjrしめる」という四者は，自動他動と対義の関係によって
　　　　あく　←→しまる
　　　　↑　　　　孚
　　　　i　　　　！
　　　　あけるe一一一一〉しめる
のように相対していると考えられる。たての矢印は自他の対応であり，横の矢
印は対義的な対応である。この対義関係はたとえば〈開閉〉という意味特徴で
指すことができる。
　1”まわるjFまわす」「とまる」「とめる」も同様な対立関係がみとめられ，こ
のぼあいは，まわったりとまったりするという意味特徴が指摘できよう。「ちぢ
む」「ちぢめる」「のびる」「のぼす」にも同様な対立関係がみとめられ，このぼ
あいには，長くて，伸縮するという意味特徴をもった名詞が，この動詞を軸に
した動詞句のなかに使用されてくる。「はじまる」「はじめる」「つづく」「つづ
ける」「おわる」「おわる（またはおえる）」も一層複雑にはなるが同様の関係に
あり，たとえぽ行為を意味する名調，「会議」「演奏jなどがこれらの動詞に関
係してくる。
　このようないくつかの観点から，「1．述語の構造」に示した動詞の分類蓑をま
とめ薩して，さまざまの形の表にすることが可能であろう。
　さて以上のようにして，グループ化された動詞について，さらに類i義関係を
追及してみる。たとえば「愛するjr好きだjf恋する」r恋愛する」「ほれる」
のようなペアをとりあげてみる。このValenzをみると
　ある人が　ある人を　愛する
　ある人は　ある人が　好きだ
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　ある人が　ある人に　ほれる
　ある人が　ある人を　恋する
　ある人が　ある人と　恋愛する
のように，いろいろである（「恋する」の格支配は「例解国語辞典」の「美しい
女を恋する」に従う）eしかし意味の上からは，上のグループが一つのまとまり
をもっていることはみとめられよう。ここでは「が」「を」「に」「と」のような
助詞は異なっている。むしろ共通であるのは「ある人」という行動の主体と「あ
る人」という行動の対象であり，動詞自身のなかにある，ある性質，たとえぽ
「きらいだjr憎む」「走る」のようなものでないところの，たとえぽ屈oveと
でもいうような要素が共通している。
　　　　　　十love十　hum ÷　hum
　そこで＋kum，＋hum，＋loveというインプットがあると，これに諸種の条件
による弁甥が加えられ次第に具体化されて，類義表現の問の選択がなされ（文
献8），そのいずれかの動詞がとりあげられるとそれによってValenz－Dis£ribu－
tionがきまってきて，次第に表層に近づくというような，生成のモデルが考え
られてくる。この÷hum，十hu瓢，十love（これらはN，　N，　Vがついていない
ことに注意）のような組み合わせが，インプットであるという考え方は，この
ような意味で有効であると考えられる。S→NP＋VPも一一つの出発点であろう
が，それよりも具体性があろう。一つの深層構造の考え方といえよう（南不二
男氏もこの助詞のないレベルを考えておられる）。
5．2動詞句における意味特徴の変化
　動詞句においては，その構成要素である名詞の意味特徴に変化の生じること
がある。たとえば「のびる」という語においては，「時間や距離・長さが長くな
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る」（例解圏語辞典）という意味がまず第一にあるとすると，「背がのびるjr木
の芽がのびる」のような用法が考えられるが，この動詞はまた，「需要」「消費」
「成績」というような，礒接時間，距離，長さに関係のないものにまで使用す
ることができ，それに応じて意味特徴に変移がおこってくる。「くもるGという
ことぽは「空に雲が出てきて，晴れていたのが雲におおわれてL、まう」（例解）
というぼあいは，主語は表現されないかあるいは「空」であるが，「窓ガラス」
や「めがね」がくもることもある。このぼあいは意味特微の大分けのところで
は変移がおこらないが，細かいところではやはりそれがおこっている。
　このような変移は，動詞自身の意味に多少とも拡充があり，それに伴って動
詞句全体（すなわち名詞もふくめて）が動くとも考えられるが，その根底には
そのような変移を許す共通性が動詞のなかにあり，あるいは動調の意味もひろ
がることはたしかであろう。たとえぽ「流れる」は「液体が低い方へ動く」で
あるとき，格別の障害がなけれぽこの動きは非常になめらかで，よどみがない。
「音楽が流れる」はそれを根底として出現が可能となった表現であろう。
　さて以上にあげたような意味特徴の変移は日本語に広くおこり，辞書にも記
載されているような，馬・わばラング的な範囲に属するものであるが，これが臨
時的に，何かの必要で特殊ts（つまり・如一ル的な）使われかたをすることが
ある。たとえぽ文学的な表現をこは，次のような表現がみられる。
　「……今度は今まで書いた事が全く無意味のように思われ出した。何故あんな
ものを書いたのだろうという矛盾が私を嘲弄し始めた。有難い事に私の神経は
静まっていた。この嘲弄の上に乗ってふわふわと高い冥想の領分に上って行く
のが自分には大変な楡快になった」（月華子戸の中）
　この表現のなかで「この潮弄の上に乗って」という句は，かなり特殊な構造
であり，文学的文体とみてよいだろう。「湿熱が私を潮弄する」という句も，ヨー
raッパ語的表現であって，それをあえて使用した意図のなかに，やはり特殊な
ものが感じられる。
　目語表現のなかにみられるこのような特殊なもののうち，特に後者の，パロー
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ルにみられる文学的蓑現のようなものは，ここでは取り扱わないことにする。
　そこで，さきにのべたような，ラング的な範翻での意味特徴の変移を次に取
に扱うことにするが，ここにみられるものは，かなり多くが，具体的な蓑現を
抽象的なものへと適用したものであることが注霞される。もちろんここでの整
理方針がそうさせている面もあろうが，全体としてこの傾向は否定できないで
あろう。また，変移する用語には一定のわくがあり，慣絹的な蓑現が多いこと
も注蟹されよう。
　このような用法のぼあい，ValeRZに絹違を生じることがある。たとえぽ「捨
てるjのばあい，具体的なものは「ある場所に」という補語をとりうるが，「希
望を」というような抽象的なものについては場所の補語をとらない。
　文法規則のつくり方としては，このような変移をはじめからもりこんで，た
とえぽ，「見る」について
　N〔con〕を見る
とともに
　N〔abs〕を見る
を立てておくことも考えられようし，別のやり方として，
　N〔COR，　T1〕を・晃る
を規瑚として立てておき，
　Ti．abs
という意味論規則を立てることも可能であろう。用語の条件を書くことも，ぼ
あいにより，可能である。
　以上に示す表はabsに関してあらい分け方をしてある（名詞のabsの三類）
が，あまり十分でないうえ，意味の変移の研究は時間を要するので，こまかい
区別を，explicitにはしていない。これからの硬究課題である。
【動詞句のなかの名詞の意味特徴の異動】
A．岡じわくのもの
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　生まれる　　（人〔熱um．〕が→政権〔｝lum．　colL〕が）
　くもる　　　（空〔con〕がNガラス〔con〕が
B．他のわくに移るもの
のびる
わかれる
重なる
通す
流れる
待つ
集める
とる
置く
使う
見る
もつ
出る
あらわれる
なくす
あがる
作る
示す
おりる
くる
落とす
ある
（木，背，影〔con〕が→需要，消費〔abs〕が）
（道　〔IOC，　con〕　→意見　〔abs〕　カミ）
（ふとんこcon］7b：一一〉不幸こabs〕が）
（車〔CQn〕ig一・法案〔abs〕を）
G【L水〔con〕が→時間〔temPS〕，情報，音楽〔abs〕が）
（人〔hum〕を→回復，結果〔abs〕を）
（人〔hum〕，枯草｛con）を一一〉人気，孤島，話題〔abs〕を）
（ナイフ〔con）を→経過〔abs〕を）
（花びん〔con〕を→重点〔abs〕，冷却期間〔temps〕を）
（機械〔con）を→時間（temps〕，権力〔abs〕を）
（人〔hum〕，山〔con）を→傾向，状態，例，動き〔abs〕を）
（かぼん（con）を一一・en心，意見，関係〔abs〕を）
（涙〔con〕が→結果〔abs〕が）
（人〔hum〕，船〔con〕が→ききめ，現象〔abs〕が）
（財布〔con〕を→自信，偏見，　Pス〔abs〕を）
（煙〔con〕が→物価，料金，出力，温度〔abs〕が〉
（飛行機〔con〕を→体力，基礎〔abs〕を）
（身分証明書〔con〕を→方向，本質，可能性〔abs〕を）
（飛行機〔con〕が→許可〔act〕が）
（面こhum〕，　pa　（con）が一一・“・しらせ〔abs〕，注文〔act〕，春〔temps〕
が）
（石〔con〕を’吟スピード，味こabs〕，信用〔act〕を）
（山〔COR〕が一＞AE力，関係，可能性〔abs〕，時間Ctemps〕，演
説〔act〕が）
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かける （二子〔con〕を蠣子かけ〔con〕に→人〔hum〕にめいわく〔abs〕
を，気体〔con〕に圧力〔abs〕を，所得〔abs〕に税金〔abs〕
を，文学〔abs〕に情熱〔abs］を）
5．3　意味と指示物
　動詞・形容詞の補語となる名詞に「これ」「それ」の系統の指示語が用いられ
ることがある。このぼあい，もとの位置＋10Cであれぽ「ここjrそこ」が選ば
れ，÷humであれぽ，　Fあの人」「わたし」「彼」などが選ばれることは名詞の分
類表のなかに示したとおりである。つまり名詞の意味特徴に対応した代名詞が
えらぼれて，代名詞化というオペレーションが行なわれるわけである。
　一方解析に当たっては，代名詞によって指されるものが何であるか，がわか
る必要のあることがある。（人間の理解行為でも問様）。このためにどうずれば
よいかが，一一つの問題となるが，それは恐らく，順序づけられたスFラテジー
の形になると思う。このぼあいは，こまかいことをいえぽ，言語の世界だけの
処理ではすまず，ものの世界，言語外の世界の取り扱いも要求されることにな
ろう。
　また指示語だけでなく，一般の語においても，パフォーマンスの解析に当たっ
ては，二様にぼあいによっては雷語外的処理が必要になることもある（文献
21）o
　このように，言語処理（高度の）に当たっては，言語の意味するところと，
外界との接点の問題をとりあげて，処理がうまく運べるようなモデルを考える
必要がある。
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